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令和４年度 小学校各教科等担当指導主事連絡協議会 伝達事項 

 

１ 教科目標と評価 

（１） 教科目標（解説 P17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 学習評価に係る留意事項について 

①小学校社会科における「単元の評価規準」を作成する際の手順 （例）第４学年（２） 

ⅰ単元の評価規準を作成する…「内容のまとまりごとの評価規準」（「指導と評価の一体化」のため

の学習評価に関する参考資料 P.79～）をそのまま活用するのではなく，単元ごとに単元構成や学

習過程に沿った具体的な評価規準を作成していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年内容(2)「人々の健康や生活環境を支える事業」の「内容のまとまり」は，「飲料水，電  

気，ガスを供給する事業」と「廃棄物を処理する事業」の二つの単元で構成できる。そこで，そ

れぞれの単元ごとに，単元の評価規準作成のポイントを基に，以下のように評価規準作成例を示

す。（「飲料水，電気，ガスを供給する事業」は省略） 

 

 

第４学年（２）「人々の健康や生活環境を支える事業Ａ」 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ)飲料水，電気，ガスを供給する事業は安全で安定的に供給できるように進められているこ

とや，地域の人々の健康な生活の維持と向上に役立っていることＢを理解すること 

(ｲ)廃棄物を処理する事業は，衛生的な処理や資源の有効利用ができるように進められている

ことや，生活環境の維持と向上に役立っていることＢを理解すること。 

(ｳ)見学・調査したり地図などの資料Ｃで調べたりして，（Ｄ）まとめること。 

イ  次のような思考力・判断力・表現力等を身に付けること。 

(ｱ)供給などの仕組みや経路，県内外の人々の協力Ｅなどに着目して，飲料水，電気，ガスの

供給のための事業の様子Ｆを捉え，それらの事業が果たす役割Ｇを考え，表現すること。 

(ｲ)処理の仕組みや再利用，県内外の人々の協力Ｅなどに着目して，廃棄物の処理のための事

業の様子Ｆを捉え，その事業が果たす役割Ｇを考え，表現すること。 

 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，グローバ

ル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民として

の資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1)  地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕組みや働き，地域や我が国の歴史や 

伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに，様々な資料や調査活動を通し 

て情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2)  社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる課題を把 

握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力，考えたことや 

選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

 (3)   社会的事象について，よりよい社会を考え，主体的に問題解決しようとする態度を養 

うとともに，多角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の 

一員としての自覚，我が国の国土と歴史に対する愛情，我が国の将来を担う国民として 

の自覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養う。 
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ⅱ「人々の健康や生活環境を支える事業」の中から「廃棄物を処理する事業」<ア(イ)(ウ)，イ(イ)>
に関する部分を抜き出し，学習指導要領の記述形式を踏まえて以下のように示す。 

 
知識・技能 

思考・判断・表現 
解説の記載事項 

内容の取扱いの記載事項 

主体的に学習に 

取り組む態度 

内容の取扱いの記載事項 

①処理の仕組みや再利用，県内
外の人々の協力Ｅなどにつ
いて見学・調査したり地図な
どの資料Ｃなどで調べたり
して，必要な情報を集め，読
み取り，廃棄物の処理のため
の事業の様子Ｆを理解して
いる。 

 
②調べたことを白地図や図表，
文などにまとめ，廃棄物を処
理する事業は，衛生的な処理
や資源の有効利用ができる
よう進められていることや，
生活環境の維持と向上に役
立っていることを理解Ｂし
ている。 

 

① 処理の仕組みや再利用，県内外の
人々の協力Ｅなどに着目して，問
いを見いだし，廃棄物の処理のた
めの事業の様子Ｆについて考え
表現している。 
 
 

②ごみや下水などの廃棄物を処理す
るための仕組みや人々の協力関係
と地域の良好な生活環境を関連付
けて廃棄物処理のための事業が果
たす役割Ｇを考えたり，学習したこ
とを基に，ごみの減量や水を汚さな
い工夫など，自分たちが協力できる
ことを考えたり選択・判断したりし
て表現している。 

①廃棄物を処理する事業Ａ
について，予想や学習計
画を立てたり，見直した
りして，主体的に学習問
題を追究し，解決しよう
としている。 

 
 
②学習したことを基にごみ
の減量や水を汚さない工
夫など，自分たちが協力
できることを考えようと
している。 

単元を通して全観点の学習状況を見取る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅲ単元の指導と評価の計画を作成する。授業者が，ねらい，活動と関連させて，どの時間にどの観

点でどのような方法で学習状況を見取るのかを設定する。学習評価場面の精選の考え方のもと，

基本的には，１時間１観点で設定する。（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考

資料＜事例１＞P.45，46）児童一人一人の学習状況を把握して，指導に生かすためには，評価規 

準に照らして，「どの

ような評価資料から，

どのような具体的な

姿を捉えるのか」と

いう評価方法を明確

にしておく必要があ

る。 

 
 

 

記録に残す 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

調べて分かる 

まとめて分かる 

問いを見いだす 

考え表現する 

関連付けて考える 
選択・判断したりする 

主体的な問題解決 

よりよい社会を 
考えようとする 

仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 
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仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 

仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 

仙台市教育センター 

企画情報班 

指導主事  長谷川 

壮太 

℡：022-251-7442 

 

仙台市教育センター 

企画情報班 

指導主事  長谷川 

壮太 

℡：022-251-7442 
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※主体的に学習に取り組む態度について 
例えば【態—①】では，【学習問題をつかむ】段階の「予想や学習計画を立てる場面」（第２時）に
おいて，知識及び技能を獲得したり，思考力，表現力，判断力等を身に付けたりすることに向け
た粘り強い取組を行おうとする側面を，発言内容，ノートの記述内容から，学習問題の解決に向
けた予想や学習計画を立て，解決の見通しを持っているかを評価している。 
また，【学習問題を追究する】段階の「学習を見直す場面」（第６時）において，粘り強い取組を

行う中で，自らの学習を調整しようとする側面を，発言内容，学習計画表，ノートの記述内容か
ら，これまでの学習内容を振り返り，学習を見直し，まだ解決しきれていない灰の処理の仕方に
ついて解決の見通しをもとうとしているかを評価している。（「指導と評価の一体化」のための学
習評価に関する参考資料＜事例１＞P.45） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅳ授業を実施後，観点別評価の総括を行う。 

評価したことを指導に生かすことは，基本的に毎時間行う。その中で，特に指導した結果とし

て，評価資料を全ての子供から収集して ABCを定める場面を評価したことを，「記録に残す」場

面として指導と評価の計画に示す。「記録に残す」場面は，「指導と評価の一体化」の観点から，

単元の目標に沿って指導した結果が現れる場面なので，単元後半が多くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料には，その他三つの事例（事例２

「内容のまとまり」ごとに長期的な視点で行う評価，事例３「評価したことを指導に生かす」

と「評価したことを記録に残す」，事例４多様な評価方法の事例）が紹介されている。 

表の空欄部分は，
評価したことを記録
に残すことを重視せ
ず，児童の学習状況
を見取り，指導に生
かし，学習改善や指
導改善につないだ時
間を意味している。
評価が記入されてい
る部分は，評価した
ことを指導に生かし
つつ，評価したこと
を記録に残す時間を
意味している。 

仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 

仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 

仙台市教育センター 企画情報班 

指導主事 長谷川 壮太 

℡：022-251-7442 

 

まとめて分かる 

関連付けて考える 

主体的な問題解決 

よりよい社会を考えようとする 
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２ GIGAスクール構想に基づく社会科授業 

（１）ICT端末の活用における留意点 

   ○ICTの活用が目的になっていないか 

   ・単元で育てる資質・能力は，単元の目標であること。 

・単元で ICT端末を活用する場合は，単元や本時の目標の実現のための効果的な活用が明確にな

っていること。 

・単元で効果的に ICT端末を活用する場面が絞られていること。 

・場面において，具体的に効果的な活用がイメージできていること。 

→どのような活動を行うのか？いつ行うのか？子供たちの問題解決に効果的な活動か？ 

その活動には必然性はあるのか？問いと活動はきちんとつながっているのか？ 

※活用の具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）学習場面に応じた活用例 

   ○情報を集める 

   ・写真や動画機能を用いて記録することで，効果的に情報収集を行うことができ，見えにくい情

報を可視化できる。 

   ・様々な情報をより効果的に集めることができる。情報の収集に専念できる。 

   ○収集した情報を整理し，読み取り，考える。 

   ・繰り返し再生したり，拡大したりすることで，情報を吟味できる。 

   ○児童一人一人が調べた情報を地図に表し，それらの情報を重ね合わせたり，地域の情報を整理

しやすくして関連付けたりすることで特色をより深く考えることができる。また，作業にかけ

る時間の短縮も可能。 

    ○考えた情報を話し合ってまとめ，発信する。 

    ・自分なりに考え，分析した情報を他の児童と共有したり，他の児童の考えを参考にしたりする

ことができる。 

    ・映像や音声データを用いて，分かりやすく伝えるプレゼン資料を作成することができる。 


